
IT調達申合せ 改正概要

• 情報処理や管理を委託するサプライチェーンの中で、信頼性のチェックが必要とされる外部サービスに
一部委ねている可能性。

• 政府によるＩＴサービスの外部委託について、申合せによる「信頼性」の確認を強化。

◆ ＩＴサービスの外部委託を申合せ対象として明確化
◆ 外部委託先によるＩＴサービスの再/再々委託先も確認

委託 ・・・

ＮＩＳＣへの
情報提供

再々委託先政府機関等 再委託先委託先

システムの維持・メンテナンスのみならず、情報の外部委託管理や
処理も含まれる。

IT役務の再委託・再々委託の状況も提出対象とする。信頼性のチェックを実施。

１

改正① （資料２－２参照）

改正② （資料２－３参照）

委託委託

• 令和３年９月１日以降、デジタル庁設置を踏まえ、「情報通信技術（IT)総合戦略室」を「デジタル庁」
に修正。

資料２－１



【機器リストの例】
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助言実績件数

助⾔件数「懸念なし」 助⾔件数「懸念あり」

1,869件

3,325件

83件

190件

※ 助言実績件数は、助言（懸念の有無等）を行った機器リストの数を計上したもの。

懸念率
4%

懸念率
5%

助言数1.8倍

【IT調達申合せの概要】

 政府機関等が利用する重要なIT製品・サービス等の調達時に、構成機器等にサプライチェーン・リスク

（情報窃取や破壊、システム停止等の悪意のある機能が組み込まれるリスク）の懸念の有無を確認し、

懸念が払しょくできない場合には、代替品への差替や低減策の実施等を助言する取組。

 【助言実績】

（参考） 令和２年度 IT調達申合せ運用実績

２

助⾔数： 1,952件 3,515件
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